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江戸の Urban i sm
―寺門静軒『江戸繁昌記』と成島柳北『柳橋新誌』の社会学的考察―
内　藤　辰　美
Urbanism in the Age of Edo






















































は す で に は じ ま っ て い た わ け だ 」（Werner 
















寺門静軒（1796 年寛政 8 年生。『江戸繁昌記』




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Gelfant Blanche Houseman Gelfant, The American 
City Novel, University of Oklahoma Press 1954,
＝岩本厳訳『アメリカの都市小説』研究社出版
1977
L. Wirth, Urbanism as a Way of Life, A, J, S,, vol44, 1938 
= 高橋勇悦訳「生活様式としてのアーバニズム」
（鈴木広訳編『都市化の社会学』誠信書房 1978）
















成島柳北  塩田良平校訂『柳橋新誌』岩波書店 2001
野村兼太郎『江戸』至文堂 1966
日野龍夫校注『江戸繁昌記・柳橋新誌』新日本古典文
学大系 100、岩波書店 1989
前田愛『成島柳北』朝日新聞社 1976
吉田伸之『成熟する江戸』講談社学術文庫 2009
なお、本論の執筆に当たっては、永井啓夫『寺門静軒』
（理想社 1966 年）より多くの示唆を得た。
